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• 秋田支部総会平成27年度

平
成
一
一
十
七
年
度
支
部
総
会
開
催
さ
れ
る

平
成
二
十
七
年
度
秩
田
支
部
総
会
は
、
四

月
四
日
午
後
二
時
か
ら
、
秩
田
市
の
「
協
働

大
町
ピ
ル
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
鈴
木（裕
）副
支
部
長
兼
事
務
局
長

の
進
行
で
始
ま
り
、
会
員
総
数
六
＋
二
名

、

出
席
会
員
二
十
一
名
、
委
任
状
提
出
会
員
三

十
名
を
確
認。

は
じ
め
に

、

今
野
支
部
長
か
ら
、
会
員
の

皆
様
の
お
蔭
で
五
十
主
周
年
記
念
事
業
を
無

事
に
終
え
た
こ
と
に
感
謝
し
、
山
に
対
す
る

心
が
元
気
の
源
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
共
に
、

今
後
も
支
部
運
営
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
三
浦
虞
六
委
員
を
議
長
に
指
名

し
て
、
案
件
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

案
件

一

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
鈴
木
（裕
）
副
支
部
長
が
報
告。

昨
年
度
は
、
支
部
設
立
五
十
五
周
年
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
関
係
す
る
行
事
、

秩
田
県
の
山
五
十
五
座
ラ
リl
、
県
外
山
行
、

標
高
王
十
五
番
目
の
山
・

横
長
根
へ
の
山
行
、

祝
賀
会
、
春
・

秋
の
支
部
山
行
等
、
公
益
的

事
業
と
し
て
太
平
山
前
岳
に
ベ
ン
チ
を
設
置

し
た
こ

と
や
、
歩
道
の

一
部
の
刈
り
払
い
、

太
平
山
山
開
き
市
民
登
山
へ
の
協
力
、
会
報

の
発
行
は
四
回
、
支
部
長
会
議
、
支
部
事
務

局
担
当
者
会
議
、
東
北
・

北
海
道
地
区
集
会

や
全
国
支
部
懇
談
会、

年
次
晩
餐
会
へ
の
出

席
等
の
報
告
。
ま
た

、

当
支
部
の
自
然
保
護

委
員
が
自
然
観
察
会
等
で
指
導
し
、
公
益
的

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
本
会
創
立
百
十

周
年
記
念
事
業
の

一
つ
で
あ
る
、
「
改
訂
版・

新
日
本
山
岳
誌
」
発
刊
の
た
め
の
執
筆
依
頼

が
あ
っ
た
事
等
が
報
告
さ
れ
た
。

案
件
二

平
成
二
十
六
年
度
収
支
決
算
に

つ
い
て
、
石
川
会
計
担
当
委
員
が
報
告
。
高

橋
会
計
監
事
か
ら
、
四
月一
目
、
秋
田
市
の

ア
ル
ヴ
エ
市
民
交
流
室
に
お
い
て
行
わ
れ
た

会
計
監
査
の
結
果
、
関
係
書
類
が
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
事
業
及

び
決
算
は
承
認
さ
れ
た
。

案
件
三

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
は
、

鎌
田
委
員
か
ら
春
秋
の
山
行
に
つい
て
、
堀

井
副
支
部
長
か
ら
、
公
益
的
事
業
と
し
て
、

太
平
山
前
岳
に
設
置
し
た
ベ
ン
チ
の
補
修
、

明
田
富
士
山
の
標
柱
の
補
修
や
ベ
ン
チ
を
設

置
す
る
事
等
の
案
が
説
明
さ
れ
た
。

鈴
木
副
支
部
長
か
ら
は
、
会
報
の
発
行
、

東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
、
全
国
支
部
懇
談

会
や
本
会
創
立
百
十
周
年
晩
餐
会
の
説
明。

ま
た
、
二
十
八
年
度
に
実
施
す
る
東
北
・

北
海
道
地
区
集
会
の
主
管
を
担
当
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
事
業
を
三
浦
虞
六
委
員
に
担
当

を
お
願
い
し
た
。

案
件
四

平
成
一
一十
七
年
度
予
算
案
に
つ

い
て
右
川
会
計
担
当
委
員
か
ら
、
支
部
会
費、

本
会
の
助
成
金
・
補
助
金
等
に
つ
い
て
説
明

。

事
業
計
画

、

予
算
案
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

総
会
は
午
後
三
時
三
十
分
頃
終
了
し
、
引

き
続
き
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
佐
々
木（民
）顧
問

の
乾
杯
の
発
芦
で
は
じ
ま
っ
た。

懇
親
会
は
、
五
十
五
周
年
の
記
念
事
業
の

話
題
や
、
二
十
八
年
度
開
催
の
地
区
集
会
、

山
情
報
の
交
換
等
、
会
員
の
交
流
を
深
め
、

午
後
五
時
頃
、
寺
田
会
員
の
お
聞
き
の
乾
杯

で
散
会
し
た
。

次
の
方
々
か
ら
ご
芳
志
を
頂
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
万
五
百
円
鈴
木
要
三

五
千
円
進
藤
昭
安
藤
武
俊

佐
々
木
民
秀
佐
藤
昭
義

長
岩
嘉
悦

北
林
嘉
鶴
子

鈴
木
裕
子
佐
々
木
長
秀

お
ヰL

四
千
五
百
円

四
千
円

清
酒

出
席
者
（
順
不
動
）

佐
々
木
民
秀
奥
村
清
明
北
林
嘉
鶴
子

今
野
昌
雄
柳
田
勇
悦
若
月
寿

鈴
木
裕
子
堀
井
弘
鎌
田
倫
失

佐
藤
博
高
橋
忠
雄
寺
田
新

一

石
川
祐
子
柴
田
勧
三
浦
毘
六

佐
々
木
長
秀
安
藤
金
栄
高
橋
洋

二

藤
田
主
義
津
田
石

一
夫
佐
藤
英
寅

懇
親
会
の
み
小
笠
原
義
雄



( 2) 

「
明
田
冨
士
山
」で
お
花
見
を
楽
し
む

佐
々
木

日本山岳会秋田支 部

平
成
元
年
十
二
月
九
日
、
支
部
設
立
三
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
明
田
冨
士
山
（
三五

思
に
「
日
本
一
低
い
富
士
山
」
の標
柱
を
設

置
し
、
全
国
的
に
「
日
本

一
低
い
富
士
山」

と
し
て
ど
ュ
l
。

（
会報
ぬ
十
七
参
照
）

そ
の

「
明
田
富
士
山」
に
、
平
成
卜
一
年

六
月
二
十
八
日
、
秋
田
支
部
設
立
四
十
周
年

記
念
事
業
と
し
て
桜
を
植
え
た
。

あ
れ
か
ら
早
や
十
六
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、

お
花
見
会
を
開
こ
う
と
、
今
年
の
総
会
で
提

案
さ
れ
、
四
月
二
十
二
日
、

会
員
十
四
名
が

参
加
し
て
、
植
樹
し
て
か
ら
初
め
て
の
花
見

会
が
行
わ
れ
た
。

民

秀

こ
の
桜
の
苗
木
は、

故
鈴
木
幸
雄
会
員
が

探
し
求
め
た
も
の
で
、
今
日
で
は
自
通
り
六

十
叩
の
太
さ
ま
で
成
長
し
て
い
る
。

当
日
は
、
「
日
本
一
低
い
富
士
山
」
の
標
柱

の
消
え
か
か
っ
た
文
字
を
補
修
し
、
周
囲
を

清
掃
す
る
な
ど
を
し
た
。

快
晴
で
桜
満
開
の
昼
下
が
り
、
和
気
あ
い

あ
い
山
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
各
々
持
参
の

手
弁
当
を
広
げ
、
進
藤
名
誉
顧問
か
ら
、
堀

井
副
支
部
長
に
J

A
C

の
キ
ヤ
プ
が
贈
ら

れ
た
り
、
堀
井
副
支
部
長
お
得
意
の
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
に
合
わ
せ
て
山
の
歌
を
大
合
唱
、

賑
や
か
に
大
い
に
楽
し
ん
だ
。

尚
、

四
月
十
六
日
、
前
も
っ
て
明
田
町
内

会
の
許
可
を
得
て
、
堀
井
副
支
部
長
の
指
導

の
下
、
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
。

以
前
か
ら
あ
る
ベ
ン
チ
に
も
ペ
ン
キ
を
塗

り
、

と
て
も
椅
麗
に
な
り

、

町
内
会
か
ら
も

喜
ば
れ
て
い
る。

参
加
者
十
六
日

佐
々
木
民
秀
鈴
木
裕
子
堀
井

鎌
田
倫
夫
佐
藤
博
石
川
祐
子

参
加
者
二
十
二
日

進
藤
昭
佐
々
木

民
秀
北

林
嘉
鶴
子

福
田
光
子
今
野
昌
雄
柳
田
勇

悦

鈴
木
裕
子
堀
井
弘
鎌
田
倫
夫

佐
藤
博
石

川
祐
子
柴

田

佐
々
木
長
秀
佐
々
木
悦
子

「明
図
富
士
山
」
ガ
イ
ド

明
田
地
下
道
を
く
ぐ
り
、
東
大
通
り
を

右
折
し
、
明
白
の
突
き
当
り
に
案
内
誌
が

あ
る
。

そ
こ
を
左
折
し
、
富
士
山
裾
野
（
？
）

を
回
り
込
む
と
、
鳥
居
と
標
柱
の
立
つ
登

山
口
に
出
る
。

（
登り
玉
分
程
）。

す
ぐ
近
く
に
磯
前
神
社
が
あ
り
、
明
田

近
隣
公
園
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

会
務
報
告

。
役
員
会
を
開
催

二
月
二
十
六
日
、
午
後
一
時
か
ら
秋
田
市

中
央
公
民
館
会
議
室
で
開
催。

二
十
七
年
度
総
会
に
提
出
す
る
議
題
・

案

件
等
に
つ
い
て
協
議
。

一
一
十六
年
度
決
算
見

込
み
、
二
十
七
年
度
事
業
案
等
に
つ
い
て
検

討
。二

十
八
年
度
に
主
管
と
し
て
開
催
す
る

「東
北
・

北
海
道
地
区
集
会
」
に
つ
い
て
も

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
三
浦
虞
六
委
員
に
主

担
当
を
、
鎌
田
、
佐
藤
（
博
）
、
佐
々
木
（
長
）

の
各
委
員
に
お
願
い
す
る
こ
と
を
案
と
し
た
。

ま
た
、

本
会
創
立
百
十
年
記
念
事
業
と
し

て
発
行
さ
れ
る
「
改
定・
新
日
本
山
岳
誌
」

の
進
行
状
況
が
佐
々
木
（
民
）顧
問
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。

そ
の
他
。

ヲム

出
席
者

今
野
〈
昌
）
鈴
木
（
裕
〉
堀
井
鎌
田

佐
藤
（
博）

石
川
三
浦
（
虞
）
佐

々
木

（
長
）
安
藤
（
金
）
藤
田

高
橋
（
忠
）
佐
々
木
（民
〉

勧

。
会
計
監
査

四
月
一
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
秋
田

市
ア
ル
ベ
ェ
市
民
交
流
室
で
開
催
。

二
十
六
年
度
支
部
会
計
決
算
を
審
査

出
席
者

高
橋
（
忠
）
監
事
石
川
会
計
担
当

鈴
木
（
裕
〉
副
支
部
長

佐
々
木
〈
民
〉
顧
問

大
山
監
事
は
所
用
の
た
め
欠
席

支
部
会
員
の
動
向

退
会

昭

（二
十
七
年
三
月
）

加
賀
谷



「春
の
里
山
山
行」
報
告

日本山岳会秋田支部

春
と
秋
に
は
星
山
の日
が
あ
る
・
：
と
、
年

間
行
事
と
し
て
の
知
名
度
（？
）
も
上
が
っ

て
き
た
よ
う
だ
。

今
回
は
、
由
利
高
原
鉄
道
鳥
海
山麓
線
が

走
る
の
ど
か
な
風
景
の
中、
「
柴
倉
山
（
三二

o
m
）
」
と
「
名
高
山
（

一
九
六
m
）
m
」
に

向
か
っ
た
。

道
の
駅
岩
城
と
前
郷
駅
で
四
台
に
分
乗
し
、

ま
ず
は
柴
倉
山
へ。

五
十
土
の
登
山
口
は
、
鳥
居
か
ら
の
登
山

道
を
利
用
す
る
コ
l

ス
と
、
そ
の
隣
の
林
道

を
利
用
す
る
コ
l

ス
が
あ
り
、
登
り
に
は
林

道
を
使
っ
た
。

(3) 

濃
い
紫
色
を
し
た
オ
ダ
マ
キ
が
盛
り
の
道

は
広
さ
も
あ
り
、
緩
や
か
に
進
む
た
め
か
参

加
者
の
会
話
も
弾
ん
で
い
る
。

途
中
、
鳥
居

柴
倉
山
と
名
高
山

石
川
祐

子

柴倉山山頂神社前で

か
ら
の
コ
l

ス
と
合
流
し
、
少
し
登
る
と子

供
を
抱
い
た
お
地
蔵
様
を
記
っ
て
い
る
御
堂

が
あ
り
、
側
に
は
四
等
三
角
点
が
あ
る
。
近

く
に
テ
レ
ビ
塔
も
あ
る
。
こ
こ

ま
で
は
お
よ

そ
三
十
分
程
だ
。

山
頂
へ
は
あ
と
三
十
分
く
ら
い
か
。
こ

の

山
は
、
距
離
は
長
い
も
の
の
、
山
頂
手
前
が

多
少
急
坂
に
な
る
く
らい
で
、
ゆ
っ
く
り

歩

く
と
息
切
れ
も
せ
ず
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
加
者
は
、
道
路
わ
き
の
ワ
ラ
ビ
探
し
を

す
る
な
ど
の
ん
び
り
楽
し
ん
で
い
る
様
子
だ
。

十
時
三
十
五
分
、
柴
倉
神
社
が
建
つ
山
頂

に
到
着
し
た
。
神
社
の
中
も
き
れ
い
に
清
掃

さ
れ
て
い
て
、
辺
り
は
桜
の
木
を
記
念
植
樹

し
て
公
園
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

支
部
長
気
遣
い
の
ま
だ
冷
た
さ
の
残
る
バ

ナ
ナ
休
憩
。
記
念
写
真
の
あ
と
鳥
海
山
や
丁

岳
を
眺
め
る
展
望
ス
ポ
ッ
ト
を
通
過
し
て
旧

道
を
通
り
、
登
り
の
コ
l

ス
と
合
流
。
こ
こ

か
ら
鳥
居
口
へ
降
り
る
こ
と
に
し
た
。
分
岐

地
点
は
草
が
被
さ
っ
て
い
る
が
、
道
は
分
か

り
ゃ
す
く
、
鳥
居
の
近
く
に
は
山
の
神
を
記

っ
た
神
社
が
建
っ
て
い
た。
十
一
時
五
十
分
、

註
車
地
点
へ。

名
高
山
で
昼
食
を
摂
る
こ
と
に
し

、
す
ぐ

に
移
動
。

一
O
八
号
線
の
吉
沢
橋
の
手
前
を

左
折
し
、
線
路
を
越
え
て
急
坂
を
登
る。
し

ば
ら
く
畑
の
中
を
進
む
と
鳥
居
の
あ
る
登
山

口
に
着
く
。

ほ
と
ん
ど
直
線
の
登
山
道
を
行
く
と
、
十

五
分
程
で
神
社
に
着
き
、
神
社
裏
の
や
や
急

斜
面
の
薮
の
中
を
五
分
間
格
闘
し
て
、
名
高

山
の
山
頂
に
着
く
。
三
等
三
角
点
が
あ
る
。

そ
し
て

一
段
下
に
も
神
社
が
あ
っ
た。

こ
こ
で
、
故
柴
田
第
二
代
支
部
長
か
ら
五

十
年
程
前
に
寄
贈
さ
れ
た
支
部
旗
を
広
げ
、

記
念
写
真
。

（虫
干
し
も
兼
ね
ま
し
た
。
）

「
も
う
腹
ベ
コ
だ
！
」
「
早
く
食
べ
よ

う

！

」
期
待
通
り
の
昼
食
タ
イ
ム。

各
自
持
参
の
お
か
ず
や
お
や
つ
が
回
っ
て

き
て

、

と
て
も
賑
や
か。

笑
い
声
が
絶
え
な

か
っ
た
。

さ
て
、
婦
り
は
、
「
ザ
ッ
ク
は
軽
く
、
腹
重

く

」
発
つ
時
の
み
ん
な
の
様子
だ
。
（笑
）

快
晴
の
も
と
、
鳥
海
山
の
笑
顔
が
時
折
迎

え
て
く
れ
る
中
で
春
の
里
山
山
行
を
終
え
、

一
同
満
足
の
あ
と
、
思
い
が
け
な
い
「
お
み

や
げ
」
を
柴
田
会
員
の
案
内
で
も
ら
っ
た
。

鳥
海
山
頂
に
至
る
滝
沢
口
登
拝
道
の
起
点

「
森
子
大
物
忌
神
社
」
だ。

こ
こ
か
ら
修
験

者
た
ち
は
二
泊
三
日
ほ
ど
を
か
け
て
山
頂
へ

向
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。

八
乙
女
山
の
「鳥
海
山
様
」
（
記
ら
れ
て
い

る
自
然
石
と
の
こ
と
）
に
会
え
ば
少
し
で
も

そ
の
当
時
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う

か
？

今
回
の
安
全
山
行
の
た
め
、
準
備
を
整
え

て
く
れ
た
鎌
田
委
員
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

そ
し
て
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
でし

た
。

参
加
者

佐
々
木
民
秀
今
野
昌
雄

柳
田
勇
悦
鈴
木
裕
子
鎌
田
倫
夫

佐
藤
博
高
橋
忠
雄
石
川
祐
子

柴
悶
勧
佐
々
木
長
秀
佐
々
木
悦
子

藤
悶
正
義
漂
白
石
一
夫

佐
藤
英
寅

会
員
外
鈴
木
茂
夫
柳
田
ル
イ
子

吉
川
昭
子

佐
々
木
玲
子

新
日
本
山
岳
誌

〕

本
会
百
周
年
記
念
企
画
と
し
て
刊
行
さ
れ

た

「新
日
本
山
岳
誌
」
を
、
本
会
創
立
百
十

周
年
記
念
企
画
と
し
て
そ
の
「
改
訂
版」
を

出
版
す
る
た
め
、
昨
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た

支
部
合
同
会
議
で
、
各
支
部
に
そ
の
校
正
を

依
頼
さ
れ
た
。

秩
田
支
部
の
総
括
担
当
を
佐
々
木
（
民
）
顧

問
に
依
頼
。

執
筆
者
の
中
で
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
辞

退
さ
れ
た
方
々
も
お
ら
れ
た
が
、
佐
々
木

（
民
）
顧
問
が
了
解
を
得
て
訂
正
加
筆
し
、
共

同
執
筆
者
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。

佐
々
木
顧
問
が
各
執
筆
者
と
連
絡
を
取
り
、

原
稿
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
二
月
十
八
日
、

「
改
訂
版」
を
編
集
す
る
奥
多
摩
館
に
送
付

し
た
。

秋
田
支
部
担
当
者

保
坂
隆
司
長
岩
嘉
悦

安
藤
武
俊
佐
々
木
民
秀
奥
村
清
明

今
野
昌
雄
鈴
木
製
三
真
坂
洋
一

柳
田
勇
悦
鈴
木
裕
子

藤
原
健
加
賀
谷
昭

一

土
肥
貞
之
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私
は
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
設
立
当
時
よ

り
入
会
し
、
山
の
自
然
が
好
き
で
、
山
を
歩

き
、
ス
キ
ー

を
し
て
、
高
校
、
大
学
で
山
岳

部
に
入
部
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
「
横
手
美

入
野
岳
友
会
」

や
「
増
田
山
岳
会
」
を
創
設

し
て
、
各
種
大
会
に
参
加
し
、
高
体
連
、
県

体
、
国
体
等
に
選
手
と
し
て
、
ま
た
、
役
員
、

審
査
員
と
し
て
関
わ
り
続
け
、
山
歩
き
を
し

て
来
ま
し
た
が
、
八
十

一
才
を
過
ぎ
て
限
界

を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
る
に
、
想
い

出
に
残
る
山
行
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
か
ら
拾
っ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
三
十
二
年

二
九
七
五
年
）
十
二
月
三
十

一
日
に
、
横

手
高
校
山
岳
部
員
を
隊
員
と
し
て
、
秩
田
県

初
の
冬
山
秋
田
駒
ヶ
岳
登
頂
に
成
功
し
た
こ

と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
森
山
荘
を
ベ
ー

ス
と
し
て
行
動
し
た
の
で
、
今
も
毎
年
五
月

末
に
定
例
山
行
と
し
て
森
山
荘
を
ベ
l

ス
に

し
て

一
泊
二
日
の
山
行
を
続
け
て
い
る可

次
に
、
国
体
出
場
に
つ
い
て
は
、
第
九
回

北
海
道
大
雪
国
体
、
第
十
六
回
秋
田
駒
ヶ
岳

八
幡
平
国
体
、
第
十
九
回
新
潟
飯
豊
連
峰
で

の
経
験
を
持
っ
て
い
る
。

海
外
で
は
、
昭
和
四
十
三
年
（

一
九
六
八

年
）
秋
田
県
山
岳
連
盟
隊
と
し
て
、
横
手
美

入
野
岳
友
会
が
母
校
七
O
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
当
時
の
台
湾
の
最
高
峰
玉
山
（
三
九

九
七
m
）
と
第
二
峰
雪
山
（
三
八
八
九
m
）

の
冬
山
登
山
に
登
頂
し
て
い
る
。

韓
国
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
（

一
九
七
O

年
）
の
一
月
に
、
最
高
峰
漢
撃
山
（
一
九
O

五
m
）
と
第
三
峰
雪
岳
山
（
一
七
O
八
m
）

山
を
歩
い
て

気
が
つ
け
ば
六
十
年

長

山
一
個

悦

語

に
横
手
美
入
野
岳
友
会
と
し
て
三
人
で
登
頂

し
て
い
る
。

春
山
で
は
、
平
成
十
一
年
（一
九
九
九
年
）

支
部
設
立
四
O
周
年
事
業
と
し
て
五
月
十
九

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
、
雪
岳
山
と
五
台
山

（
一
五
六
三
m
）
に
登
頂
。
平
成
十
二
年
（
一

0
0
0
年
）
六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
、
漢

奪
山
、
俗
離
山
（
一
O
五
九
m
）
に
秋
田
支

部
山
行
と
し
て
登
頂
し
て
い
る
。

山
の
想
い
出
の
本
と
し
て
、
平
成
十
八
年

（
二O
O
六
年
）
秋
田
無
明
会
出
版
に
よ
り
、

ホ
l

ム
グ
ラ
ン
ド
で
あ
る
焼
石
岳
に
つ
い
て

「
焼
石
岳
に
魅
せ
ら
れ
て
」
と
い
う
題
名
で

自
費
出
版
し
た
事
柄
が
想
い
出
と
し
て
消
え

る
こ
と
の
な
い
、
懐
か
し
い
想
い
出
で
あ
る
。

焼
石
岳
九
合
自
の
焼
石
神
社
の
所
に
は
、一

ヲ

百
固
と
玉
吉
田
登
頂
の
記
念
碑
を
奉
納
し
て

い
る
の
で
、
焼
石
岳
に
登
山
し
た
際
に
は
是

非
見
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

焼
石
連
峰
の

一
つ
三
界
山
に
登
っ
て

（
後
峰
は
三
界
山
）

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
に
は
、
東
成
瀬
村

の
「な
る
せ
児
童
図
書
室
」
に
山
岳
関
係
図

書
や
焼
石
岳
の
写
真
集
を
寄
贈
し
、
特
別
展

示
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る。

益
々
の
秋
田
支
部
の
発
展
を
祈
り
つ
つ
、

山
歩
き
を
続
け
て
元
気
で
い
る
自
分
に
喜
び

を
味
わ
っ
て
い
る
。

関
西
支
部
設
立
八
十
周
年

記
念
式
典
開
催

一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
に
、
最初
の

支
部
と
し
て
設
立
さ
れ
た
関
西
支
部
の
八
十

周
年
記
念
式
奥
が
、
五
月
三
十
日
午
後
二
時

三
十
分
か
ら
、
神
戸
市
・
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ

ザ
六
甲
荘
で
開
催
さ
れ
、
佐
々
木
（
民
）
顧
問
、

鈴
木
（
裕
）
副
支
部
長
出
席
。

初
め
に
、
主
催
の
重
広
関
西
支
部
長
が
挨

拶
、
続
い
て
森
本
会
会
長
の
挨
拶
の
後
、
来

賓
の
大
阪
府
山
岳
連
盟
理
事
長
飛
問
実
男
氏

と
兵
庫
県
山
岳
連
盟
会
長
中
西
研
一
氏
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

続
い
て
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
「但
馬
が
生
ん

だ
孤
高
の
登
山
家
・
加
藤
文
太
郎
と
植
村
直

己
」
と
題
し
て
、
平
林
克
敏
元
本
会
副
会
長

が
講
演
。
続
い
て
加
藤
芳
樹
会
員
ら
に
よ
る

朗
読
劇
「あ
る
豊
山
家
の
追
想
」
が
演
じ
ら

れ
た
。

記
念
撮
影
後
、
午
後
七
時
か
ら
、
斎
藤
惇

生
元
本
会
会
長
の
乾
杯
で
祝
賀
会が
開
催
さ

れ
、
リ
ピ
ー
ト
山
中
氏
に
よ
る
歌
と
トl
ク
、

各
支
部
の
紹
介
等

。々

ま
た
、
設
立
八
十
周

年
記
念
事
業
で
行
う
東
ネ
パ
l

ル
・
ナ
ン
マ

ガ
リ
E

峰
（
六
一
一
一
一m
）
か
ら
I

峰
（
六

五
四
七
m
）
へ
の
縦
走
登
山
隊
員
の
紹
介
等
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
九
時
過ぎ
に
閉
会
。

翌
日
の
記
念
山
行
は
不
参
加
。
清
瀬
祐
司

関
西
支
部
会
員
の
案
内
で
、
大
山
と
蒜
山
に

登
っ
た
。

行
事
参
加
報
告

。
秋
田
県
山
岳
連
盟
総
会

四
月
十
九
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
イ

ヤ
タ
カ
で
開
催。
役
員
・
代
議
員
（
十
九
名
）

席
。
二
十
六
年
度
決
算

、

一
一十
七
年
度
事
業

等
審
議
。

支
部
関
係
出
席
者

今
野
昌
雄
小
野
信
也

佐
々
木
長
秀

き〉

怒李
来
城
氏
逝
く

長
年
、
当
支
部
と
親
受
の
あ
っ
た
韓
国
山

岳
会
・
同
元
老
会
会
員
の
李
来
域
氏
は
、
病

気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
昨
年
十

一
月
、
入
院

先
の
病
院
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た。

（
享
年
七
十八
才
〉

李
来
城
氏
は
、
P
C

コ
ン
ク
リ

ー

ト
製
品

を
製
造
す
る
企
業
家
で

、

故
曹
斗
鉱
氏
や
要

一二
鎮
氏
等
と
共
に
、
度
々
秋
田
を
訪
れ
て
下

さ
っ
た
。

ま
た
、
訪
韓
登
山
の
度
ご
と
に
、

歓
迎
の
宴
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
秋
田

支
部
会
員
と
の
交
流
を
大
事
に
し
て
い
た
だ

い
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

\ 


